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これ知っとる!? お 弁 当 の 写 真 を 募 集 し て い ま す

問こども未来課 ☎０５０（３３８１）５０５０
これ知っとる!? 特定不妊治療費に最大15万円助成しています

町　名

深 江 町

支　援　セ　ン　タ　ー　名

子育て支援センターラポール
 （山陰保育園）　☎７２‒２３６２

開 設 日 時

月～土曜日
9：00～14：00

イ ベ ン ト ・ 講 習 会 情 報

深 江 町
支援センターみずすまし

（深江保育園）　☎７２‒３３２３
月～土曜日
8：30～15：30

布 津 町
子育て支援センターひよこ

（寺田保育園）　☎７２‒３５９４
月～土曜日
9：00～14：00

有 家 町
有家子育て支援センター

（南島原しんきりこども園）☎７６‒８７８７
月～金曜日
9：00～14：00

・12月１日㈫　和ろうそく作り
・12月12日㈯　音のクリスマス会

・12月８日㈫　カレンダーを作ろう
・12月26日㈯　凧を作ろう

・12月11日㈮　親子ヨガ教室
・12月15日㈫　リース作り

・12月10日㈭　クリスマスケーキ作り
・12月15日㈫　ウン知育教室

・12月８日㈫　2016年カレンダー作り
・12月15日㈫　クラフトでカゴ作り

・12月１日㈫　ベビーリトミック
・12月18日㈮　おたのしみ会

・12月７日㈪　クリスマス飾り作り
・12月17日㈭　クリスマスケーキ作り

・12月17日㈭　クリスマス飾り作り
・12月24日㈭　親子クッキング

西有家町
子育て支援センターほっと

（須川保育園）　☎８２‒００２６
月～金曜日
9：00～14：00

南有馬町

口之津町

加津佐町

蓮の実クラブ
（ひかり保育園）　☎８５‒３５２９

たまみねすくすくサロン
（玉峰保育園）　☎８６‒４８１６

子育て支援センターあたご
（愛宕保育園）　☎８７‒４０５１

月～土曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～14：00

月～金曜日
9：00～14：00

＊市ホームページに各支援センターの行事予定などを掲載しています。 南島原子育て支援センター

市は、子育て親子を応援します。
お悩み、ご相談がある場合は、お気軽に連絡ください。 
また、市内16ヵ所にある子育て支援センターでも、
子育てに関する相談、情報提供を行っています。

問こども未来課　☎０５０（３３８１）５０５０

●集合場所・時間：右記参照
●募集定員：先着４０人
●参 加 費：５００円（昼食代、体験料を含む）
●参加対象：市民または市内勤務の人
●持 参 品：飲み物、エプロン、三角巾、タオル、帽子、雨具（雨天の場合）
※郷土料理体験を行いますので、体験ができる服装でご参加ください。
●申込方法：①名前 ②住所 ③電話番号 ④集合場所 ⑤アレルギーの有無
※上記内容を電話、FAXまたはＥメールで申し込みください。
●申込期限：12月14日㈪ 午後５時まで

商工観光課　☎０５０（３３８１）５０３２   ℻０９５７（８２）３０８６
Eメール: kankou@city.minamishimabara.lg.jp

申し込み・お問い合わせ

地 区 出発時間集　合　場　所

8：00

●集合場所・時間（各地区バスにて送迎）
到着時間

16：00

深 江 庁 舎深 江

8：10 16：10

世 紀 の 泉布 津

8：25 16：25

有 家 庁 舎有 家

8：35 16：35

西 有 家 庁 舎西有家 8：45 16：45

北有馬保健センター北有馬

8：50 16：50

南有馬庁舎前バス停南有馬

9：05 17：05

口之津庁舎前駐車場口之津

9：15 17：15

前浜海水浴場（交番前）加津佐

※到着時間については前後する場合があります。

12月19日土 ※雨天決行・コース変更の場合あり

もっと
南島原ツアー
2015
参加者大募集

　ふる里を知ると好きになる。好きになるともっと知りたくなる。知ればみんなに自慢し
たくなる。普段何気なく見ている風景の中にある素敵な宝物を探しに行きませんか？
　今回は、南島原市の自然の恵みによって育まれた「食」と世界遺産登録を目指す「歴史」
がテーマです。今が旬である島原半島の特産ばれいしょを使った郷土料理体験に加え、
午後からは観光ガイドと一緒に世界遺産候補地の歴史散策を行います。

第４弾 南島原「食と歴史」の
魅力再発見ツアー

●主なコース…みそ・しょうゆ蔵の見学、有馬キリシタン遺産記念館、
　　　　　　　郷土料理体験（特産ばれいしょのじゃがダゴ汁づくり） など

問日本年金機構諫早年金事務所 ☎0957（25）1662　南島原市保険年金課 ☎050（3381）5039 または各支所

教えて！国民年金 国民年金用語集
●繰上げ支給　　　　　
　老齢基礎年金の支給は原則として65歳からですが、
本人が希望すれば60歳から64歳までの間でも受給が
開始できます。
　これを、繰上げ支給といいます。その場合、受け始
める年齢に応じて本来の老齢基礎年金額が一定の率で
減額され、その額が一生続きます。

●国民年金保険料の追納
　老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料の
免除や猶予の承認を受けた期間がある場合、保険料を
全額納付した場合と比較して年金額が低額となります。
　しかし、免除などの承認を受けた期間の保険料につ
いては、10年前の分までさかのぼって後から納付（追
納）することにより、老齢基礎年金の年金額を増やす
ことができます。

　「須恵器」とは、古墳時代中頃に朝鮮半島から伝わった技術で作られた土器です。
ろくろで形が作られ、窯の中で高温で焼かれるため、硬く焼きしまっています。
青黒い色をした須恵器は、同じ素焼きの土器であっても、赤っぽい色や黄色っぽ
い色をした縄文土器や弥生土器とはずいぶん違った印象です。
　写真は有家町大平古墳の周溝の中から出土した「はそう」と呼ばれる形の須恵
器です。ラッパ状に大きく開いた口の部分が特徴的で、丸い胴の部分に空けられ
た穴に筒を差し込んで中に液体を入れ、注ぐための土器だったと考えられます。
中に入っていたのはお水でしょうか、それともお酒でしょうか？どんな場面で使
われたのか気になりますね。

と12月１日㈫～平成28年1月29日㈮　※休館日：毎週火曜日
　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
ば深江埋蔵文化財・噴火災害資料館
り一般…200円、高校生…150円、中学生以下…無料 ＊団体割引あり
※企画展は入館料のみでご覧いただけます。
問文化財課　☎０５０（３３８１）５０８３
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画大平古墳から出土した「はそう」

「はそう」 ～大平古墳（有家町）～おお ひら こ ふん

こい何か知っちょる？
南島原の考古学
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しゅうこう


